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第 1 には、世界に先駆けての新製品の大量生産の開始。 
－ 12 － 
第 2 には、諸外国に抜きんでた所得の上昇。 
第 3 には、階級消費ではない同質的な消費をする中産階級の出現。 
 








































































































































 まず、ポーランドのワルシャワで偶々入った BAR でドイツのミュンヘンのビールのブランド















 写真 1 ‘PAULANER’ 写真 2 ‘PAULANER’のコースター 
－ 17 － 









 それはオーストリアのウイーンのスーパーマーケットの SPARで発見したラベルに 1270年と



























































  2）「白鹿」 


























































 同社史によれば、創業時の寛文（1661-1673）年間には醸造石数は年間 100 石前後であった。
その後、元禄（1688-1704）年間から安永（1772-1781）年間までの期間の酒造石高は年間 200
－ 21 － 
～400 石程度で著しい発展もなかったが、文化元（1804）年には 1,400 石、明治 22（1889）年
には酒造石高全国第一位の 17,500 石となる。明治 29（1896）年には、23,000 石、昭和 3（1928）


















法人化をなし、資本金 50 万円で辰馬本家酒造株式会社を設立した（注 37）。また、大正 9（1920）
年には、｢黒松白鹿｣の創造、展開を開始し、「白鹿」のブランド拡張をした（注 38）。昭和 5（1930）
年、自動瓶詰機を設置した白鹿敢館竣工（注 39）、その後、第 2 次世界大戦から復興し、（すでに
海外進出は明治 22（1889）年のパリ万国博から試みられていたが）グローバル・ブランドを目








－ 22 － 
るといえるであろう。もちろん、「白鹿」は当初はブランドではなく家業ブランド（注 41）と考え











  3）「ギネス」＊＊ 
多くのアメリカのブランドの確立よりかなり早く 18 世紀の半ば過ぎに当時イギリスの植民
地であったアイルランドで創業され、その後、隣国イギリスのトップ・ブランドとなり、さら
に、グローバル・ブランドにまで発展し、2009 年に生誕 250 年を迎えたビールのロングライフ・
ブランド｢ギネス｣がある。 







































































































族 8 家のひとつ茂木佐平治家の本印であった。その誕生についてはキッコーマン株式会社 80
年史には明確な説明はなく、伝聞として次のように記されている。（注 63）「武蔵国皿沼村（現埼
玉県吉川市）で油、しょうゆの販売業を手広く営んでいた 4 代鈴木万平が考案し、佐平治家に































に茂木佐平治家の当主はブランド料として 100 万円を要求したが、結局 30 万円で折り合いがつ
き新会社が設立されたのである（注 71）。これはブランド「亀甲萬」が資産価値を持つものである
ということが認識されていたことにはかならない。 





戦時経済下の昭和 15（1940）年 9 月 1 日を期し、政府が 1 社 1 規格 1 マーク制を実施すること
になり、すべて「亀甲萬」に統一することになった（注 73）。 






























キーのブランド「ジム・ビーム」の源を尋ねれば、ドイツからの移民の子孫である Johannes Jacob 
Boehm（Beam）によって 1795 年によってケンタッキーにおいて創業された。当初のブランドは 
‘Old Jake Beam’であった（注 79）。 
－ 28 － 
1820 年、Jacob Beam の 10 番目の子供である David Beam が事業を引き継いだ。彼の子 David M. 
Beam が相続した 1853 年には‘Old Jake Beam’は一般的には‘Old Tub’として認識されるよ
うになっていた（注 80）。このことは‘Old Tub’がブランドとして展開され、それが消費者にブ
ランドとして認知、評価され始めたことを意味するものである。 
 1880 年代には鉄道の発展と電信の施設にともなって、‘Old Tub’はその市場を拡大し、バー
ボン・ウイスキーの全国ブランド、すなわち、NB（ナショナル・ブランド）になっていた（注 81）。
1898 年には家族経営から脱却し、外部の資本を受け入れた（注 82）。その後、‘Old Tub’は順調に
成長していった。 
1916 年、4 代目の Jim Beam 代表者就任（注 83）。 
1919 年、ボルステッド法、すなわち、国家禁酒法が成立し、翌 1920 年から施行された。こ
の法律によって、酒精飲料の醸造、販売、運搬、輸出入は禁止された（注 84）。その結果、バーボ
ン・ウイスキーのブランド‘Old Tub’は消滅した。 
1933 年、憲法修正第 21 条が発効し、禁酒法は廃止された（注 85）。 
1920 年から 1933 年にわたる禁酒法の時代、Jim Beam は醸造以外の事業に手を出し、失敗。
‘Old Tub’のブランド企業、James B. Beam Distilling Company の経営権は Beam ファミリーの
手から離れたが、1935 年、同社は事業再開。一方、Jim Beam は経営からは離れたが‘Old Tub’
のマスター・ディスティラーとなった。1941 年、同社の株式の一部を保有した Harry Blum は
投資家たちからすべての株式を買い取った（注 86）。 
1942 年、‘Old Tub’のブランド・ネームの権利を失い、その代わりとして、ビーム家 4 代目
であり、かつマスタ ・ーディスティラーの Jim Beam にちなみ新たなブランド‘Jim Beam’を創造。
ここにバーボン・ウイスキーのブランド「ジム・ビーム」‘Jim Beam’が誕生したのである（注 87）。 
1957 年、‘Old Crow’がバーボン・ウイスキーのナンバ ・ーワン・ブランドであり、‘Jim Beam’
は第 4 位に過ぎなかった（注 88）。 
1966 年、ナンバー・ワンの‘Old Crow’はそのままであったが、‘Jim Beam’は第 2 位に肉
薄した（注 89）。 
1967 年、Harry Blum は James B. Beam Distilling Company を American Brands, Inc.に売却（注 90）。 




Daniel’s Black Label’が第 2 位である）。 
1987 年、‘Jim Beam’ブランドは‘Old Crow’、‘Old Grand-Dad’、‘Gilbey’s Gin’、‘Old Taylor’、
－ 29 － 
‘Gilbey’s Vodka’などのブランドを買収し、3 倍の規模になった（注 93）。 
 1988 年、‘Booker’s Bourbon’登場（注 94）。 
 1991 年、‘Wolfschmidt Vodka’、‘Leroux cordials’、‘Ronrico runs’を含む 7 つのブランドを買
収（注 95）。 
 1997 年、American Brands, Inc.が Fortune Brands, Inc.になる（注 96）。同年、‘Jim Beam’はバー
ボン・ウイスキーとしては依然として世界一であったが、‘Jack Daniel’s Black Label’にアメリ
カのストレート・ウイスキー、バーボン・ウイスキーの売上世界一の座を明け渡した（注 97）。 
 2012 年、日本のサントリー社が「ジム・ビーム」買収を検討、というニュースが流れる（注 98）。 
 現在、「ジム・ビーム」はブランド拡張を試み、‘Jim Beam White’、‘Jim Beam Black’などを
創造し、展開中である。同ブランドは長い間、印刷媒体と電波媒体、最近ではオンラインを使っ
た広告とイベントの支援といった販売促進の努力を継続している。とりわけ、モーター・レー
シングのチームを支援し、NASCAR の主要なスポンサーのひとつになっている（注 99）。 
  今世紀に入り、「ジム・ビーム」のブランド力の高まりを背景にして、多くの商品にライセン
スが供与されている（注 100）。 




禁酒法の混乱した時代を経た後、Jim Beam は創業当初から長い間展開してきたブランド‘Old 
Tub’の商標権を失った。そこで、新たに「ジム・ビーム」‘Jim Beam’を創造し、その展開に












































































いずれにせよマーケティングの生成は 1 つの流れではなく、2 つの流れがあると考えざるを
なくなる。換言すれば、マーケティングの生成とは、ひとつは本稿で初めて考察したように醸






























末期のヨーロッパ、17 世紀の日本、そして 18 世紀のアイルランド、その後 19 世紀後半のアメ
リカにおいて本格的にみられるようになったブランドの創造、展開を開始し、市場における消
費者の評価、支持を得て、それに成功する、という新たな経営行動の開始である」ということ







































































































































































































































 マーケティングの生成は、19 世紀後半のアメリカにさかのぼること 600 年ほど前にはみられ
るものと考えられる。13 世紀の末にはヨーロッパのビールのブランド、そして 17 世紀後半に







が、ヨーロッパにおいてアメリカよりかなり早く 13 世紀末の醸造業者の経営行動（注 142）の中に
－ 36 － 
すでに醸造ブランドの創造と展開からなるマーケティングの生成がみられた。これがマーケ
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